



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































他の資料として「No.1 Cotton Mill,Kung Dah」のタ
イトルのつく公大第一廠を紹介したPOST CARD
（20）
28
枚のうちから社宅と福利施設に関係するカードをこ
こに上げれば、「網球場、中国人工房、工房、医院、
花園、花園内稲荷神社、遊園地、中国人食堂、小学
校及び補習学校、倶楽部其日園、花園内其日亭及水
池、中国人住宅内景、中国人礼拝堂」と多数紹介さ
れている。
これをみると、1920年代の公大の社宅の建設は
単なる宿泊施設の計画ではなく、工場と一体となっ
た塀の中に囲まれた密度ある一団の集団住宅地の計
画であったことが認められる。日本人と中国人の社
宅を隣接させた住居施設を配置するとともに、生活
に必要な病院施設、教育施設、宗教施設、娯楽施設、
運動施設の充実したコミュニティと福利厚生の施設
を備えた計画は労使問題や労働運動への対応を兼ね
合わせながらも、住人に配慮した質の高い内容であ
る。第二、第三、第四廠は既成の工場を買収して企
業展開をしたために工場と一体となった工場村は実
現できなかったが、第一廠と第五廠は、兵庫同様に
工場と社宅群が一体となった工場村の建設が可能で
あった。
こうした公大の水準の高い居住環境づくりは、鐘
紡の経営者武藤山治の経営理念とスタンスを表現し
ている。武藤山治（1867～1934）は米国より帰国
した翌年の1894年に鐘紡に入社し、同じく米国帰
りの建築家平野勇造と組んで家族主義の理念のもと
に、労使一体型の福利厚生施設を充実させた兵庫工
場を完成させ、その経験を以て中国における工場に
おいても同様に、日本人と中国人を一団とする住宅
地を計画建設し、生活環境の充実を図るとともに、
家族的なコミュニティを持たせることを意図した。
また、こうした公大の高い塀で囲いこんだ集団住宅
地は、すべての用件を中で満たすことができ、労務
管理の上からもすこぶる都合がよかった。
c-2 裕豊紡績楊樹浦路社宅
（データシート20〈p.51〉、21〈p.52〉）
工場の位置は東地区黄浦江に沿い、上海碼頭に近
い良い立地条件を備えている。1932年作成の地図
に裕豊社宅、裕豊紗廠の記入があることを確認でき
るが、社宅の建設年代は不明である。ただし、工場
の操業時期から1920年代前半と考えられる。
工場敷地は全体で6万余坪で、工場と社宅は道路
をはさんで近接する。元ポイントホテルを買収して
倶楽部とし、これを中心として住宅地をつくってい
る。
（21）
設計者は現存住宅の意匠から平野勇造と推察され
るが、確定する資料はない。建設時の図面がないた
め、現地調査と衛星写真、それに地図を用いて当時
の配置図を復元した。一角に位置するはずの中国人
社宅は現在不明である。建設時の日本人用住宅数は
16棟84戸であり、その内訳を規模別にみるとA型1
棟1住戸、B型4棟8住戸、C型3棟11住戸、D型3
棟24住戸、E型5棟40住戸である。構造は木とレン
ガの混構造で最も大きなA型が3階建てであった
が、他は全て2階建てである。敷地周囲は高い塀で
囲まれている。出入り口は1カ所である。住居の他、
敷地東側には現在サッカー場があるが、以前ここは
子供の遊び場と集会場所に使われていたとのことで
ある。現存調査ではその他の福祉施設の存在につい
ては確認できていない。
しかし会社資料によれば、「従業員は社員六十名
のほか、男工九百二十六人、女工三千百六十六人、
計四千百五十二人であった。中国人職工に対する福
利施設は大体内地同様であったが、華人社宅は別に
一郭をなし、煉瓦造の二階建及び三階建五十棟を有
し、戸数五百、居住工人男子約六百人、女子約二千
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人、その家族一千七百人が社宅係監督のもとに居住
していた。社宅の中央に倶楽部を設け、その広い前
庭の周囲に事務所・廟・診療所・浴場・及び店舗を
設け生活の便に供し、宗教心の滋養に努め、冠婚葬
祭のためには倶楽部を無償で貸与した。別に華工児
童のために裕豊小学校を設立して基礎教育を施し、
一般華工人には裕豊補習校を開設して算用数字・日
本仮名文字・作業用語・心得・簡易作法等の補習教
育を與えていた。尚、随時映画又は芝居の夕や運動
会を催して慰安に努めていた」居住環境の充実した
内容を知ることができる。
（22）
中国人と日本人の社宅の併存、及び福利施設の充
実は同時期に建設された公大社宅に類似している。
おわりに
在華紡の居住環境について具体的な事例の検討を
行ってきたが、その特徴をまとめると以下の通りで
ある。
上海の在華紡は租界の郊外に位置する東の楊樹浦
地域と西の普陀地域の2地域にまとまって展開し
た。上海紡績は1900年前後から東の楊樹浦地域に
多数の工場を建設し、それぞれその周囲に社宅を設
けたが、相互の関連性に欠けていた。1910年代に
なると内外綿が西の普陀地域一帯に一大村落を建設
した。広い地域に社宅をはじめ様々な福利施設を多
数建設したが、全体の計画性に欠け、まとまりのな
いまちづくりであることは否めなかった。1920年
代前半にスタートした鐘淵公大は武藤山治の家族主
義の経営理念を租界に持ち込み、楊樹浦地域のはず
れに兵庫で実現した工場と付属施設が共存する計画
性の高い工場村を建設した。また工場敷地外に社宅
がある場合も、積極的に日本人と中国人の社宅を隣
接させ、高い塀の中に福利施設の充実した一団の住
宅地を建設した。これは同時期に建設された裕豊紡
績の社宅も同様であった。建築計画史からみれば、
1920年代前半に上海の租界とその周辺地区に日本
の手によって管理、教育、医療、衛生、運動等の充
実した福利厚生施設をそなえた密度の高い社宅が一
団の集団住宅地の手法によって建設されたことは極
めて重要なことである。社宅は防備と管理のために
高い塀で囲われ、それぞれが閉じた住宅群であった。
その原因は1925年に勃発した五・三〇事件の後
「工場における壇壁門戸等出来る丈け其防備を堅固
にするは勿論自家職工の合宿所或は住宅等に於ても
可成集合主義を執り他会社職工又は無頼の徒の混入
雑居を避けしむるの策を執る可し」という方針がと
られたためである。
（23）
中国人の社宅と日本人の社宅は、一般的には別々
に計画された。中国人住宅は新しく生まれた空地の
少ない棟割り長屋形式の里弄住宅である。平面は和
洋折衷様式である。日本人住宅は予め規模別に準備
された規格住宅のなかから型を選んで計画する型計
画の手法が採られた。その規格住宅は低層集合形式
で、外観は1、2階にベランダのつくコロニアルス
タイル、内部は和洋折衷式の生活様式が多い。
在華紡の建築を考える上で上海に在住した建築家
平野勇造（1864～1951）の存在を欠かすことはで
きない。1894年米国から帰国後すぐに武藤山治の
依頼で鐘淵兵庫工場を設計し、また1896年上海紡
績の設計顧問として上海の現地調査にも参加してい
る。その後1899年に三井物産支店長として上海に
わたり、独立後、領事館や日本人学校等積極的な設
計活動を展開する。その間の1909年に、内外綿の
最初の工場及び付属施設の依頼を受けて設計を行っ
ている。またその後につくられた公大及び裕豊の施
設も、現存する社宅を検討するかぎり平野勇造のデ
ザイン要素が数多く認められ、在華紡の建築を検討
していく上でのキーパーソンである。
今後の研究課題として、事例対象地域を上海のみ
でなく青島、天津に展開し、比較考察を行いながら
内容を深めることが重要と考える。
調査・執筆分担
現地調査にあたっては、主に大里が聞き取り、主
に冨井が現存・現況記録・写真撮影を行った。
本稿執筆にあたっては、本文の「はじめに」は大
里・冨井、Ⅰは大里、Ⅱと「おわりに」は冨井が執
筆した。また事例のデータシートは冨井指導のもと、
神奈川大学工学研究科建築学専攻博士前期課程在籍
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資料編：データシート
1 上海　東紡績地帯　略図
2 上海　西紡績地帯　略図
3 内外綿株式会社　上海支店工場社宅分布図
4 内外綿株式会社　本部
5 上海の里弄住宅
6 上海紡織　楊洲路、龍江路職工社宅
7 上海紡織　河間路職工社宅
8 上海紡織　福寧路職工社宅
9 上海紡織　錦州路職工社宅
10 上海紡織　楊樹浦路第一工場
11 上海紡織　斉々哈爾路社員社宅
12 上海紡織　平凉路社宅
13 上海紡織　楊樹浦路第一工場甲社宅
14 上海紡織　平凉路乙社宅
15 上海紡織　平凉路社宅新型
16 上海紡織　平凉路及び斉々哈爾路社宅
17 公大第一廠
18 公大紡績　楊樹浦路社宅
19 公大紡績　調査住宅
20 裕豊紡績　楊樹浦路社宅
21 裕豊紡績　調査住宅
注　1．DATA欄において、（ ）に入っている数値は概算したものである。
2．出典の明記していない写真は、調査時に撮影したものである。
作成日：2007/09 作成者：千葉神奈子
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